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令和７年度 文化財調査活用事業（水無瀬家所蔵資料調査）概要 

 

 

１．事業の概要及び目的 

大阪府三島郡島本町広瀬に鎮座する水無

瀬神宮で神職を司る水無瀬家は、藤原北家・

藤原道隆
みちたか

（953－995）の流れを汲む家筋で、

水無瀬親
ちか

信
のぶ

（1137－1197）を家祖とし、３代・

水無瀬信成（1197－1262）が後鳥羽天皇を祀

る水無瀬殿の御影堂（水無瀬神宮の前身）に

奉仕して以来、約 800年間神職を務める家柄

です。 

水無瀬家が所蔵する資料の一部は既に調

査が実施されています。過去には大阪府が主

に中世文書を調査し、昭和 15 年（1940）に

『大阪府史蹟名勝天然記念物調査報告書第

11輯水無瀬神宮文書』を刊行したほか、島本

町が昭和 51 年（1976）に刊行した『島本町

史』の編纂時にも調査が実施されています。 

本事業では、これまで内容が明らかになっ

ている資料以外で、神庫に保管されている資

料の悉皆調査を行い、調査成果をもとに広く

資料の公開・活用を図ることを目的としてい

ます。 

 

２．全体の事業期間 

令和５年４月～令和 10年３月（５か年） 

３．令和７年度事業費及び補助金額 

事業費 3,600,642円 

（国庫補助金 1,753千円） 

 

４．令和７年度の調査概要 

主に近代史料（明治期から昭和期の書簡類

など）を中心に、江戸期から近代の和歌資料

調査を実施し、文書名や法量、形状、紙数な

どの項目について、目録等を作成しました。  

また、目録作成が終了した近世・近代史料

及び和歌資料について、古文書ラベルの貼り

付けや一部写真撮影を行いました。 

 加えて、調査事業の中間報告展示「水無瀬

家の逸品 －所蔵資料調査から－」を歴史文

化資料館で開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 水無瀬神宮客殿 桃山時代 重要文化財 

写真２ 水無瀬神宮茶室 江戸前期 重要文化財 

写真３ 近代史料（書簡類）の目録作成状況 



５．近世和歌資料の調査（令和７年度） 

 紀
きの

海音
かいおん

（1663～1742）の晩年の筆蹟をとど

めた和歌の短冊が見つかりました。海音は、

江戸時代前期から中期にかけての大坂の町

人で、実家は鯛
たい

屋
や

という老舗の菓子商を経営、

父貞
てい

因
いん

、叔父貞
てい

富
ふ

は貞
てい

門
もん

俳人として当時の俳

書にしばしば名が見え、兄貞
てい

柳
りゅう

は狂歌師と

して多くの門弟を抱えた有名人です。この文

芸色豊かな家庭環境に育った海音は、浄瑠璃

や俳諧、狂歌と多方面で実作を残します。従

来、海音およびその周辺人物による発言から、

水無瀬
み な せ

氏
うじ

孝
たか

（1675～1741）と交流があり、水

無瀬家の月次歌会に出入りを許されていた

ことが知られてきました。けれども、それを

具体的に示す資料は未報告でした。 

 和歌は、「老人」の題で、「 鏡
（かがみ）

だに 今
（いま）

は

いとはで中 々
（なかなか）

にしらぬ 翁
（おきな）

とみてややみ

南
（なん）

」、「海音」の署名が入ります（図版１）。

短冊は、白色地に朱の罫掛けが施されたもの

で、同体裁の他の８枚とともに上部を紙縒り

で綴じられて伝わります。歌題は、１枚目か

ら順に、庭月・野分・墻葛・祈恋・別恋・旅

恋・河舟・老人・神社と一筆で書かれており

（氏孝によるか）、作者は良祐・義空・禅仙・

明秀・近継・直則・禅阿・海音・堅順（海音

を除く８名については伝未詳）です。各人が、

所与の題にもとづいて作った和歌を、自筆で

したためたものと見られます。９枚目の裏面

には、歌題と同じ筆蹟で、成立に関わる注記

「享保廿乙卯年八月廿二日 堂
（ママ）

座」（「堂」は

「當」（通行の字体は「当」）の書き誤り）が

あり、享保 20年（1735）８月 22日の催しで

詠まれた即興の作とわかります。海

音は、この時、73歳でした。 

 海音の筆蹟資料は、近代俳人で短

冊蒐集家の水落
みずおち

露
ろ

石
せき

（1872～1919）

が「墨跡、真
（まこと）

ニ少ク、珍賞ニ勝
（た）

フ」

（『柿衞
かきもり

文庫目録短冊篇』所収の「貞
てい

峨
が

発句短冊」裏面）と記したように、

現存点数が多くありません。そのな

かで今回の短冊は、『扶
ふ

桑
そう

雷
らい

除
じょ

考
こう

』

（寺
てら

田
だ

正
まさ

晴
はる

著、元文２年（1737）刊）

所収の海音序文と字の特徴が似通

います（図版２、同書に海音序文が

収録されることについては塩村耕

「紀海音の伝と文事の補訂」（『東海

近世』第７号）に指摘あり）。また、

「海音」の号について、享保 15 年（1730）

刊の俳書『をぐらの塵
ちり

』に「海音改貞峨」とあ

ることから、同年以後は「貞峨」を名乗るよ

うになったといわれることがあります。しか

し、海音は、兄貞柳の遺稿集『由
ゆ

縁
えん

斎
さい

置
おき

みや

げ』（享保 19年（1734）刊）で「愚弟／紀海

音堂貞峨」と署名し、『扶桑雷除考』で「海

音」の刻印を使用しています。「貞峨」を名

乗るようになった一方で、「海音」の号を捨

て去ったわけではなく、複数の号を併せ用い

ていたのが実状のようです。水無瀬家所蔵と

いう由緒ある伝来に加え、筆蹟の面からも、

号の使用年次の面からも、この短冊が海音の

真筆であることを疑う理由はありません。 

 和歌は、『拾
しゅう

遺
い

集
しゅう

』に「旋
せ

頭
どう

歌
か

」として載

る「ます鏡底なる影にむかひゐて見る時にこ

そ知らぬ翁にあふ心地すれ」を踏まえます。

この拾遺集歌は、『和
わ

漢
かん

朗
ろう

詠
えい

集
しゅう

』の「老人」

の項目にも収録され、中古中世の歌学書でも

旋頭歌の代表例として度々引用されました。

後代の歌人に広く知られた歌であったこと

は、宗
そう

祇
ぎ

（1421～1502）に「うつしおくも我

が影ながら世のうさをしらぬ翁ぞうらやま

れぬる」（『宗祇集』）の作例があることなど

からも窺えます。鏡の底に映った自らの老い

衰えた姿が目にとまり、悲嘆に暮れると詠む

のが定型です。ところが、海音は、「（年寄り

が通常避けたがる）鏡でさえも、今は嫌だと

は感じません。むしろ、何処の誰だかわから

ないお爺さんが目の前にいるだけです。だか

ら、思い悩むこともないのです」と詠います。

「今はいとはで」に「昔は遠ざけたい気持ち

が確かにありましたが」の意を込め、比喩表

現であるはずの「知らぬ翁」を言葉そのまま

に取り成してみせ

たところに趣向が

あります。この軽や

かな詠みぶりに同

席者たちは歓んだ

ことでしょう。人々

を滑稽な歌で楽し

ませた兄貞柳に通

う精神が、海音にも

流れていたことを

示す一首です。 

 

（水無瀬家所蔵資料調査補助員 篗田将樹） 図版１  

図版２ 二松学舎大学附
属図書館所蔵 ＊国書デ
ータベースによる 



６．近代和歌資料の調査（令和７年度） 

本年度は水無瀬神宮御法楽歌会について

報告します。神宮には毎月「美濃紙縦詠草」

「短冊」の書式で多くの詠草
えいそう

が寄せられ、22

日に神前に捧げる御法楽が行われました。

「社務日誌」によれば、和歌の披講
ひ こ う

は宮司以

下職員、若山神社の粟辻寛治等が務めました。 

昭和 15 年（1940）に寄せられた１年分の

法楽和歌は、月ごとに「縦詠草」と紙縒りで

綴じられた「短冊」に分けられ、十二か月分

を纏めて１冊として綴じ、表紙がつけられて

います。 

   

 

「社務日誌」によれば、１年分の御法楽の

兼題
けんだい

（事前に伝えておく題のこと）は前年末

に神宮職員が京都の冷泉家に参邸、もしくは

冷泉
れいぜい

為
ため

系
つぎ

が神宮を訪れて決められ、水無瀬神

宮社務所から刷物にして開示されました。 

  

出題者の冷泉爲系（明治 14 年生）は冷泉

家二十二代当主で、妻・恭子（明治 21年生）、

長女の須賀子（明治 40年生）、二女の比出子

（明治 42 年生）と共に、縦詠草の形式で水

無瀬御法楽歌会にたびたび詠進
えいしん

しています。 

恭子は水無瀬
み な せ

忠
ただ

政
まさ

（明治 14年生、昭和 13年

6月 23日より水無瀬神宮宮司）の妹でした。 

 

 詠進された法楽和歌は、出版するために、

職員によって「水無瀬宮」の罫紙に、月ごと

に詠進者の住所、（官職）氏名、和歌の順に

編集・清書されました。 

水無瀬神宮社務所で編集された和歌集は、

年に１回、翌年に『水無瀬神宮御法楽和歌集』

と題して発行されました。巻末には詠進者の

ために水無瀬神宮御法楽和歌兼題、書式、締

切等について掲載されています。「昭和拾七

年以降 御法楽和歌献詠ニ関する綴」によれ

ば、１年を通して献詠回数が２回以上の人、

大阪府下の官幣大社や天満宮、島本国民学校

等に発送されています。図版７は左から昭和

16年、14年、13年、15年の『『水無瀬神宮御

法楽和歌集』です。 

（京都産業大学 教授 盛田帝子） 

図版３ 昭和 15 年「水無瀬神宮御法楽和歌」 

（昭和 10 年為系詠草） 

図版４ 昭和９年水無瀬宮御法楽兼題 

図版６ 昭和７年 10 月の御法楽詠草の清書 

（※画像は住所を消したものです） 

図版５ 昭和７年 10 月、恭子、須賀子、比出子

の御法楽竪詠草 

図版７ 



７．近世・近代史料の調査（令和７年度） 

 令和７年度の調査においては、水無瀬家所

蔵資料のうち、近代の書簡や冊子類の調査を

中心に進めました。 

 水無瀬神宮は後鳥羽天皇の菩提を弔うた

めに建てられた御影堂を始まりとし、明応３

年（1494）に後土御門天皇から「水無瀬宮」

の神号を下賜されました。その後、明治６年

（1873）には官幣中社に列せられ、昭和 14年

（1939）には官幣大社となり、名称も「水無

瀬神宮」と改称され、大阪府下で唯一の神宮

となりました。明治時代以降は、官幣中社、

官幣大社として、内務省や大阪府の宗教を統

括する部局の管轄を受けたため、『大阪府公

報』や「昭和十三年大阪府令綴」、「大正五年

度往復綴」や「大正十二年度往復回議書綴」

といったような管轄部局からの通達や往復

の文書をまとめた簿冊が残されており、内務

省や大阪府との間にさまざまなやり取りが

あったことがうかがえます。 

行政機関や宗教関係の団体などの発刊し

た定期刊行物として、『三島郡神職会報』は

第５号（昭和 10 年８月 10 日）、第６号（昭

和 11年１月１日）第８号（昭和 12年１月１

日）、『島本村報』は第 24号（昭和 13年５月

８日）、29号（昭和 14年８月）『広瀬青年支

会報』は第２巻第 18号（昭和 12年 12月 10

日）など、断片的ながらも残されています。

これらは、それぞ

れ神社や村の人事

や実施されている

行事、日々の動向

などが掲載されて

いる広報誌です。 

また、水無瀬神

宮は、地域におけ

る有力な神社とし

て、他の地域の神

社とのやり取りも

行われており、各所の神社の定期刊行物も多

数残されています。主なものから近隣地域の

ものを挙げると、『菊水』（別格官幣社湊川神

社）、『流芳』（別格官幣社四条畷神社）、『大

阪天満宮社報』（天満宮社務所）、『広西両宮

社報』（県社西宮神社内広西両宮社）などが

あり、遠方では、『大日光』（別格官幣社東照

宮内日光東照宮万人講社本部）、『景仰』（別

格官幣社常盤神社附属常盤講社）、『かみぞの

国幣中社塩竃神社敬神婦人講誌』（国幣中社

塩竃神社）などが挙げられます。これら各所

神社の定期刊行物が多く残されていること

から、各神社間において刊行物を出版した際

には献呈することや、交換図書などが行われ

ていたといえるでしょう。 

これら神社発刊の定期刊行物は、神宮皇學

館館友会神社調査部編『神社関係発行定期刊

行物一覧（昭和十三年十二月調査）』（昭和 14

年５月）に掲載されていないものも多く含ま

れており、大阪府立図書館や国立国会図書館

などでもあまり見受けられない貴重なもの

が数多く残されているといえるでしょう。 

 

（植彌加藤造園 学芸員 重岡伸泰） 

 

図版８ 『広瀬青年支会報』 

第 12 号 昭和 12 年発行 

図版９ 『島本村報』第 24 号 昭和 13 年発行 


